米穀の生産・流通
及び消費の動き 
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は　じ　め　に

国は、平成18年11月30日に「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」（以下「基本指針」という。）を公表しました。

米政策改革については、平成17年10月27日に決定された「経営所得安定対策等大綱」を踏まえ、平成18年２月から７月までの間、「新たな需給調整システムへの移行の検証に関する検討会」及び「食料・農業・農村政策審議会総合食料分科会食糧部会」において、農業者・農業者団体の主体的な需給調整システムへの移行に向けた条件整備等の状況について所要の検証を行いました。

この検証結果を踏まえ、経営所得安定対策等実施要綱（平成１8年７月21日農林水産省省議決定）で、米の需給調整については、平成19年産から、「農業者・農業者団体が主体的となって需給調整を実施する『新たな需給調整システム』」（以下「新たな需給調整システムという。）に移行することが決定されたところです。

これを受けて、現在、平成19年産からの新たな需給調整システムの円滑な実施が可能となるよう、都道府県水田農業推進協議会や地域水田農業推進協議会の体制整備及び機能の強化等の取組が進められています。

今回の基本指針では、米の消費・生産・需給に関する動向分析に加え、「平成19年産米からの需要量に関する情報の考え方」や「平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報の提供の考え方」等について示しています。

当機構は本年８月に続き、今回公表された基本指針の要約版を作成しましたので、参考にしていただければ幸甚です。

なお、基本指針の全文は、農林水産省ホームページでもご覧いただけます。

（http：//www.maff.go.jp/www/press/2006/20061130press_5.html）

	＜基本指針で使用する「米」の表記について＞

・民間流通米： 政府米を除いた流通しているすべての米

・旧自主流通米： 平成16年３月末まで、「自主流通米」として流通した米

同年４月以降は、それまで自主流通法人であった全国農業協同組合連合会、全国主食集荷協同組合連合会が、同年３月末までに集荷した「自主流通米」のうち、同年４月以降に販売したもの

・旧計画流通米： 上記の「旧自主流通米」に政府米を加えたもの

・旧計画外流通米： 平成16年３月末までは、「計画外流通米」として流通した米

同年４月以降は、流通しているすべての米のうち、「旧計画流通米」を除いたもの
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第１　動向編

Ⅰ　米の消費に関する動向
１　食生活の変化と米消費
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（１）米の消費量の変化
米の１人当たり消費量は、長期的には昭和37年度をピークにして、その後、一貫して減少しています（図表１）。

具体的には、昭和37年度には１人当たり年間118.3キログラムの米を消費していたのが、平成17年度には、その半分近くの61.4キログラムまで減少しています。

最近の動きを見ると、米の１人１ヶ月当たりの消費量が対前年同月を上回る月もありましたが、平成18年７月以降再び対前年同月比で減少となっています。

また、大宗を占める消費世帯について前年同月と比べてみると、増加も見られますが、引き続きその動向を注視していく必要があります（図表２）。
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図表１　米の消費量の推移（１人１年当たり）
　　　資料：農林水産省「食料需給表」
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図表２　米の1人1ｹ月当たり消費量　　　　　　　　　　（単位：精米グラム・％）
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（２）食生活の変化
日本の食料消費は、近年、量的（供給熱量ベース）にはほぼ飽和状態に達していますが、その内訳を見ると、生活水準の向上や、消費者の選択の拡大等を背景に、米の消費量が一貫して減少しています（図表３）。

食料消費の品目構成を見ると、主に主食として食べられている米、小麦等（以下「主食的食料」という。）の合計は米の消費の減少に伴い、継続して減少しており、また、主に副食（おかず）として食べられている畜産物、油脂類、魚介類等（以下「副食的食料」という。）の合計は増加傾向で推移していることから、主食的食料と副食的食料の消費量の差は拡大してきました。

[image: image9.emf]

図表３　供給熱量の構成の推移（1人１日当たり）

資料：農林水産省「食料需給表」

（３）主食的食料の内訳の変化

家計における主食的食料の購入数量の推移を品目別に見ると、米類が大きく減少する一方で、パン、めん類は堅調に推移しています（図表４）。
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図表４　家計における主食的食料の購入数量の推移（１人１年当たり）

資料：総務省「家計調査」（品目分類）
（４）日本型食生活の普及・啓発

　①　家庭でのごはん食が減った理由

　家庭でのごはん食が減った理由として、「パン、めん類などが増えたから」「食事を共にする人数が減ったから」等が上位を占めており、食生活の変化や社会構造の変化等を背景に米の消費量が減少していますが、「ダイエット等のためごはんを食べないようにしている」といった回答も見られるように、ごはん食に対する誤解等により、米の消費減を招いている面もあります。

　しかし、ごはんは、腹もちがよいだけでなく、他の糖質食品に比べ食後のインスリンの分泌が少なく、肥満の予防に効果的ともいわれています。
②　「日本型食生活」の実践を促進するための取組
米の消費拡大に向けて、食育の取組と一体的に米を中心とした「日本型食生活」の実践を促進しています。

具体的には、

・中食や外食の食品事業者と連携した朝食欠食改善等に焦点を当てた情報提供

・都市部の児童・生徒等による稲作体験学習
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・生活習慣病予防等を目的とした医師向けシンポジウムの開催支援

等の取組を行っているところです。

（コラム）ごはんミュージアムの開設

平成18年10月に、「ごはんミュージアム」が、東京丸の内・東京国際フォーラムに開設されました。

「ごはんミュージアム」は、食育について五感を通して楽しむ中から、わかりやすく学べる場所となっています。

ここでは、

①　屋内で１年を通じて本物の稲を栽培し、展示する「実りの水田」

②　映像と音、香り、風によって田園風景を再現する癒しの球体空間「メディアボール」

③　カリスマ料理人の料理教室や著名人によるごはんトークショーを開催する「イベントスペース」

があります。

これに加え、こだわりのごはん食レストラン「ＧＯＨＡＮＣＡＦＥ」などもあり、四季を活かしたごはんや日本酒が提供されています。

また、ごはんミュージアムでは、米を原料とした化粧品を使用できるセルフエステコーナー「お米ビューティ」や手軽で便利な米加工品、お米のある生活を演出するグッズが展示販売されています。
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２　消費者の米に対する志向の変化
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（１）米購入時における判断基準
米購入時における消費者の判断基準の動向を見ると、産地品種、価格、食味が大部分を占めており、消費者は米購入時に産地品種、価格、食味の３点を重視していることがうかがえます（図表５）。
これを年代別に見ると、全体の動向とは異なり、若年層では価格が一番重視されているのに対して、高齢層では産地品種が一番重視されている等、年代間で差が見られます。

図表５　米購入時における消費者の判断基準（年代別）　　　　　（単位：％）
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資料：農林水産省「食料品消費モニター調査」（平成18年3月調査未定稿）
消費者の入手する米の様態について、依然として単一銘柄米が高い割合を占めています。その背景には、消費者の間に銘柄志向が根強くあることが挙げられます。

米の銘柄を決めて入手している消費者の銘柄ごとの内訳を見ると、平成17年度では、「コシヒカリ」等の上位４品種で８割以上を占めています（図表６）。
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図表６　消費者が入手することに決めている単品米

資料：農林水産省「食料品消費モニター調査」（平成18年3月調査未定稿）、「食糧モニター調査」
（２）ブレンド米に対する意識

　近年、購入の比率が増加し、定着しつつあるブレンド米について、その選択理由として、「食味の割に価格が安いから」との回答が83％を占めています。
３　米消費の外部化の進展
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（１）米消費の外部化の状況

家計における米の消費は、米の総消費量の減少率を大幅に上回る減少率で推移し、外食・中食等の消費割合は増加傾向で推移しています（図表７）

図表７　米の消費量に占める家計消費、外食・中食等消費の割合の推移（１人1年当たり）
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資料：「食料需給表」、「家計調査」、「生産者の米穀現在高等調査」を基に農林水産省で推計
（２）米に対する外食事業者等のニーズ

①　外食事業者等における米を仕入れる際の判断基準

前述のような米に対する消費者ニーズはの動向は、外食事業者等のニーズにも影響しているものと思われます。

外食事業者等における米を仕入れる際の判断基準（重要視している順に３項目）を見ると、「品質・食味がいいこと」という回答が一番多くなっており、判断基準の順位別の内訳でも、１位の割合が群を抜いて高くなっています（図表８）。

これらのことから、外食事業者等は、仕入れに関して、良質・定質の米の確保を最優先課題とし、こうした米を、低廉な価格で、年間を通じて安定的に仕入れようとしていることがうかがわれます。
このほか、外食事業者等の判断基準としては、消費者の安全・安心志向や、産地銘柄志向に対応した仕入れも行われていることがうかがわれます。
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　図表８　外食事業者等における米を仕入れる際の判断基準（上位３項目/全体）

資料：農林水産省「外食事業者等に対する米の仕入動向等アンケート調査結果」（平成18年5月調査）
②　外食事業者等が仕入れている米の様態

外食事業者等が仕入れている米を様態別に見ると、良質・定質の米を低廉な価格で安定的に確保しようとする傾向が強いこと等から、ブレンド米を仕入れている業者の割合が高くなっており、単品米も併せて仕入れている業者も含めれば、約７割を占めています。
Ⅱ　米の生産に関する動向
１　平成18年産水稲うるち米の作付に関する動向
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平成18年産の水稲うるち米の作付比率は、上位20品種の合計が89.7％（前年実績90.4％）と見込まれています（図表９）。
順位については、第１位の「コシヒカリ」が前年産実績（38.0％）から0.6ポイント低下して37.4％となる見込みです。
これは、作業効率等の面からコシヒカリへの作付集中が緩和され、他品種の作付けが伸びているという傾向を反映したものと考えられます。

こうした傾向は他の品種についても見られ、第３位の「ひとめぼれ」の主産地である宮城県では、需要に応じた多様な品種の生産を推進する方針が掲げられ、「まなむすめ」等の作付けが誘導されるとともに、「ひとめぼれ」の作付割合の是正が図られたことから、前年産実績（10.6％）から0.1ポイント低下して10.5％となる見込みです。
また、第７位の「きらら397」は本年産から本格栽培された「おぼろづき」の作付けが増加すると見込まれたことから、前年産実績（3.3％）から0.2ポイント低下して3.1％となる見込みです。
図表９　平成18年産水稲うるち米の品種別作付見込
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資料：農林水産省「17年産 米穀の品種別作付状況」「18年産 米穀の作付見込調査」
２　平成18年産米の生産状況

平成18年産水稲の10月15日現在における作柄は、生育・登熟期間を通じて気温は概ね平年を上回っているものの、全国的に日照不足傾向で推移したことや、台風第10号及び第13号の影響により九州を中心に被害が発生したことから、全国では、作況指数「96」、10ａ当たり収量は508kgが見込まれています（図表10）。

また、18年産水稲の作付面積（子実用）は168万4,000haで、前年産に比べて1万8,000ha（前年産対比１％）減少しました。これは、北海道、東北、関東・東山等において、他作物への転換等により減少したことが原因と考えられます。

図表10　平成18年産水稲の作付面積及び予想収穫量
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資料：農林水産省「平成18年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現在）」
この作柄を踏まえて平成18年産米の需給を見通すと、全国ベースの生産量は855万トンと推計されます。このうち、15万トン程度が加工用米に仕向けられると見込むと、主食用等向けの生産量は840万トンとなり、18/19年（18年７月から19年６月まで）の需要見通し844万トンを若干下回る生産となっています（図表11）。

しかしながら、政府備蓄米と民間流通米と合わせて本年６月末現在259万トンの在庫（うち政府備蓄米は77万トン）があることから、安定供給に支障はないと考えられます。

なお、政府備蓄米の年産構成の適正化を図り、回転備蓄の適正かつ円滑な運営を図る観点から、18年産米の政府買入・売渡数量についてはそれぞれ30万トンとし、年内から買入れを開始することとしています。

図表11　18年産米の需給見通し
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Ⅲ　米の需給に関する動向
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１　米の出荷・販売の動向
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（１）米の出荷の動向

平成18年産米の生産者から単位農協等へのうるち米の出荷（販売委託・売渡・過剰米区分出荷）数量を「生産者の米穀現在高等調査」でみると、416万トン（10月末現在）と、前年（10月末現在で432万トン）を下回る水準となっています（図表12）。
このうち、単位農協等から全国出荷団体（全農・全集連）への販売委託数量についても、18年産は276万トン（10月末現在）となっており、17年産米（10月末現在で298万トン）を下回る水準となっています。
他方、生産者から単位農協等以外への売渡数量（直接販売）については92万トン（10月末現在）となっており、17年産米（10月末現在で93万トン）と同水準で推移しています。
図表12　米の出荷（販売委託・売渡）の動向　　　　　　　　　　　（単位：万トン）
[image: image29.wmf]輸出先

販売方法等

取扱銘柄

輸出実績

現地販売価格

高齢者向け、日本食高級料理店、おにぎり用、

加工米飯等多岐にわたり販売
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700円/ｋｇ
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秋田産「あきたこまち」
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資料：全国出荷団体調べ、農林水産省「生産者の米穀現在高等調査」、「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」等を基に作成
（２）米の販売の動向

民間流通米（主食用うるち米）のうち、全農・全集連販売米（全農・全集連が販売委託を受けて販売した数量）の10月の販売実績は29.8万トンとなっています。

また、７～10月累計では100.6万トンとなり、前年を大きく上回る水準となっています（図表13）

図表13　全国出荷団体（全農・全集連）販売米の販売状況　　　　　（単位：千トン）
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新潟県産「コシヒカリ」
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秋田県産「あきたこまち」

新潟県産「コシヒカリ」

北海道産「ほしのゆめ」
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販売開始後の
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資料：全国出荷団体調べ
図表14　米流通の現状（うるち米）（速報値）
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２　政府米の販売の状況
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政府米の販売については、一般競争契約（入札）を基本として、落札残が生じた場合には随意契約により行っています。
本年８月から９月までの間は、平成18年産米の本格的流通開始時期を控えて販売数量は減少しましたが、 10月以降、業務用として使用される18年産の低価格米が不足していることを背景に、政府米の契約数量は増加しています（図表15、図表16）。
図表15　政府国内産米穀の落札価格の推移
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資料：農林水産省調べ
図表16　政府米の月別契約の状況

（単位：トン）
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資料：全国出荷団体調べ、農林水産省「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」等を基に作成


注：１）


�O


、


�P


、


�Q


はそれぞれ平成１


６


、１


７


、１


８


年産の値で、単位は万トンである。


２）


出荷数量は「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」を基に推計した値である。


３）


販売委託数量は全国出荷団体に販売委託された値である。なお、うち主食用には政府売渡分（予定）を含まない。


４）


17


年産のコメ価格センターへの上場数量は前回からの繰越数量を除いた


値


である。相対取引数量は全国出荷団体への販売委託数量（うち主食用）から落札数量を差し引いた値である。


5


）


単位農協等独自販売数量は、「生産者の米穀現在高等調査」、「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」による出荷、集荷数量


の値から、全国出荷団体への販売委託数量、過剰米区分出


荷数量を除いた値である。


6


）


生産者の直接販売数量、農家消費、無償譲渡数量は「生産者の米穀現在高等調査」を基に推計した値である。


7


）


17


年産の豊作による区分出荷見込数量は区分保管された後、


18


年


11


月以降に米穀機構に償還される。
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資料：全国出荷団体調べ、農林水産省「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」等を基に作成

注：１）⑯、⑰、⑱はそれぞれ平成１６、１７、１８年産の値で、単位は万トンである。

２）出荷数量は「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」を基に推計した値である。

３）販売委託数量は全国出荷団体に販売委託された値である。なお、うち主食用には政府売渡分（予定）を含まない。

４）

17

年産のコメ価格センターへの上場数量は前回からの繰越数量を除いた値である。相対取引数量は全国出荷団体への販売委託数量（うち主食用）から落札数量を差し引いた値である。

5

）単位農協等独自販売数量は、「生産者の米穀現在高等調査」、「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」による出荷、集荷数量の値から、全国出荷団体への販売委託数量、過剰米区分出

荷数量を除いた値である。

6

）生産者の直接販売数量、農家消費、無償譲渡数量は「生産者の米穀現在高等調査」を基に推計した値である。

7

）

17

年産の豊作による区分出荷見込数量は区分保管された後、

18

年

11

月以降に米穀機構に償還される。
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（単位：トン）


（注）黒色で網掛けされた数値は、６中４で最高値及び最低値として排除された数値である。また、☆のある都道府県は、翌年


の算定から外れる12/13年のデータが６中４で最高値として排除されている場合や、採用されている４年のデータのうち最高�


値である場合の都道府県である。
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16/17

年 シェア

17/18

年 シェア

全 　国

8,973,004 8,414,090 9,035,551 9,578,515 8,634,622 8,245,079

北海道 657,4007.326% 566,8116.736% 665,2027.362% 755,4917.887% 544,3416.304% 658,5837.988%

☆青　森 328,1803.657% 267,9743.185% 280,6903.107% 369,0133.853% 272,5723.157% 277,6003.367%

岩　手 314,8293.509% 287,5313.417% 343,0193.796% 351,0403.665% 297,0973.441% 296,0713.591%

☆宮　城 435,1474.850% 348,2144.138% 432,7264.789% 481,3815.026% 378,2514.381% 386,7014.690%

☆秋　田 606,4456.759% 519,4836.174% 523,1915.790% 553,3775.777% 525,5886.087% 428,9975.203%

山　形 400,6524.465% 362,1554.304% 449,0304.970% 450,9334.708% 415,8794.816% 379,0754.598%

福　島 383,7964.277% 382,1614.542% 444,1174.915% 405,1644.230% 428,0564.957% 374,5534.543%

茨　城 393,5154.386% 374,8774.455% 400,4864.432% 398,0784.156% 382,7294.432% 372,7584.521%

☆栃　木 383,7384.277% 336,1033.995% 358,6673.970% 394,4754.118% 345,1733.998% 331,3404.019%

☆群　馬 99,3281.107% 85,6301.018% 88,7660.982% 113,2601.182% 85,5790.991% 89,4561.085%

埼　玉 167,6711.869% 175,2262.083% 170,5651.888% 200,5012.093% 173,9512.015% 177,8422.157%

☆千　葉 304,6453.395% 294,7973.504% 294,0853.255% 285,9572.985% 301,7593.495% 276,2883.351%

☆東　京 1,0410.012% 1,0370.012% 1,0170.011% 1,2150.013% 8430.010% 8220.010%

神奈川

15,3060.171% 16,7730.199% 16,0770.178% 17,8310.186% 14,3920.167% 16,1410.196%

新　潟 638,4907.116% 599,9317.130% 653,1617.229% 668,7986.982% 635,6447.362% 546,5506.629%

☆富　山 232,8012.594% 193,6452.301% 235,2802.604% 227,5832.376% 222,3222.575% 198,7672.411%

石　川 141,5881.578% 141,9321.687% 146,6391.623% 143,6251.499% 132,3391.533% 136,1251.651%

福　井 145,5101.622% 144,7971.721% 161,0021.782% 149,5181.561% 140,2951.625% 133,2591.616%

山　梨 31,0550.346% 30,3700.361% 31,2010.345% 32,5380.340% 29,7430.344% 29,7680.361%

長　野 222,5792.481% 212,5472.526% 235,5162.607% 235,4782.458% 213,4042.471% 205,0862.487%

☆岐　阜 131,7701.469% 131,0851.558% 128,4681.422% 148,0301.545% 123,7811.434% 126,8521.539%

静　岡 95,7741.067% 92,8581.104% 96,1321.064% 96,3281.006% 93,7011.085% 91,4561.109%

愛　知 155,7091.735% 153,1601.820% 156,4351.731% 166,2941.736% 158,2311.833% 152,0231.844%

☆三　重 166,1421.852% 162,6741.933% 163,0271.804% 163,8601.711% 156,7221.815% 154,5591.875%

滋　賀 169,4891.889% 191,6282.277% 187,3982.074% 198,8722.076% 174,0082.015% 172,6202.094%

京　都 86,2270.961% 85,7411.019% 86,5460.958% 90,8570.949% 78,8420.913% 85,2931.034%

大　阪 29,8390.333% 30,0060.357% 30,0670.333% 30,4310.318% 30,0830.348% 29,6120.359%

☆兵　庫 227,9302.540% 206,4832.454% 210,4732.329% 203,2622.122% 202,3252.343% 198,5532.408%

☆

奈　良

49,1550.548% 47,4490.564% 47,1660.522% 52,7980.551% 46,0720.534% 46,2870.561%

和歌山 39,5870.441% 39,6590.471% 39,5850.438% 39,9240.417% 39,3700.456% 38,3050.465%

鳥　取 77,9980.869% 75,4580.897% 79,0710.875% 82,7180.864% 75,2900.872% 73,2260.888%

島　根 106,8721.191% 102,3141.216% 107,4321.189% 114,2041.192% 102,9961.193% 99,0571.201%

☆岡　山 188,2332.098% 176,4692.097% 174,1431.927% 203,0022.119% 178,8702.072% 176,9622.146%

☆広　島 152,3991.698% 138,6941.648% 146,9951.627% 155,2471.621% 150,7531.746% 135,1051.639%

山　口 123,6211.378% 129,8811.544% 126,8261.404% 140,9601.472% 133,5581.547% 109,9241.333%

☆徳　島 67,1470.748% 66,8800.795% 66,8400.740% 64,6930.675% 68,5000.793% 62,2430.755%

香　川 75,0000.836% 78,4780.933% 78,3970.868% 89,2980.932% 85,3840.989% 68,1130.826%

☆愛　媛 85,8760.957% 84,2801.002% 84,7500.938% 94,1210.983% 84,8490.983% 78,3210.950%

高　知 57,4520.640% 58,1540.691% 57,6110.638% 55,3250.578% 57,7520.669% 56,1430.681%

福　岡 192,9742.151% 204,9242.435% 209,8472.322% 243,4722.542% 220,0372.548% 195,1152.366%

佐　賀 147,0251.639% 138,5891.647% 167,8711.858% 191,9922.004% 168,8091.955% 143,4251.740%

☆長　崎 74,2150.827% 71,0580.845% 70,8510.784% 70,2720.734% 69,7670.808% 70,2840.852%

熊　本 197,7662.204% 219,9172.614% 216,4572.396% 235,9742.464% 223,5352.589% 208,5092.529%

大　分 133,1011.483% 134,9791.604% 134,5561.489% 151,1741.578% 136,7911.584% 128,8691.563%

宮　崎 104,9321.169% 116,2921.382% 107,0401.185% 117,7831.230% 106,5611.234% 104,0121.262%

鹿児島 129,3241.441% 131,3531.561% 127,7401.414% 139,1061.452% 124,6621.444% 121,3011.471%

沖　縄 3,7300.042% 3,6310.043% 3,3910.038% 3,2620.034% 3,4140.040% 3,1290.038%



（単位：トン）

（注）黒色で網掛けされた数値は、６中４で最高値及び最低値として排除された数値である。また、☆のある都道府県は、翌年

の算定から外れる12/13年のデータが６中４で最高値として排除されている場合や、採用されている４年のデータのうち最高

値である場合の都道府県である。

 


（１）政府及び民間流通における在庫の状況
主食用米の平成18年６月末の在庫量は、政府備蓄米が77万トン、民間流通における販売段階が31万トン、出荷段階が94万トン、生産段階が57万トンで、合計では前年と同数の259万トンとなっています（図表17）。
図表17　政府及び民間流通における６月末在庫の推移

資料：農林水産省調べ
（２）流通在庫の状況

旧登録卸売業者の在庫量は、過剰な在庫は極力持たないとの姿勢から、本年９月までは前年同月より低い水準で推移していますが、10月には新米が本格的に出回り始めたことから、新米在庫が増加し、18年10月末で29.8万トンで、昨年と同水準となっています（図表18）。
図表18　旧登録卸売業者の月末在庫量の推移


４　価格の動向


（１）コメ価格センターの入札価格の動向

コメ価格センターでの取引については、米政策改革大綱において、実勢に即した価格形成がされるよう、米の取引の場を育成・拡充するとされており、これまでも、この方向に則し、入札取引のルールの整備等に努めてきました。
しかしながら、17年産米の取引実態において銘柄によっては大量の落札残が継続的に発生するなど売り手、買い手を含む関係者から市場としての機能の更なる改善の必要が指摘されたことから、本年２月に「コメ価格センターの取引のあり方等に関する検討会」を設置し、センター取引ルールの見直しの方向についての検討・取りまとめを行いました。

この取りまとめを踏まえ、コメ価格センターにおいては、

①　入札取引頻度の増加（毎週水曜日入札）
②　売り手・買い手それぞれのニーズに応じた新たな取引手法の導入

等を内容とする新たな取引ルールを決定し、18年産米取引より適用し、８月30日より毎週入札を実施しています。

これまでの取引においては65銘柄、16万４千トンが上場され、56銘柄、２万６千トンが落札、平均の落札率は16％となっており、価格については、前年と比較して、落札銘柄平均で600円/60kgから1,000円/60kg程度下回る水準で推移しています（図表19）。
この状況は、出来秋を中心に行われる産地からの直接販売等により必ずしもセンターを利用しない経路で買い手が必要量を手当てできること、大口割引がある相対取引と比べて入札取引の価格は一般的に高いこと等によるものと考えられます。

図表19　民間流通米の入札価格、落札率の推移（全産地品種銘柄平均）


（２）平成18年産米の相対取引価格の動向
相対取引価格については、コメ価格センターにおける18年産米からの取引ルールの見直しを踏まえて、政府米の備蓄運営の円滑化及び米穀の取引価格の透明性の確保に資するため、全国出荷団体等から報告を受けることとしたところです。

相対取引については、取引条件等により個々の取引価格は異なるものの、本年８月から10月までの産地銘柄ごとの相対取引価格をコメ価格センターの取引価格と比較すると、新潟コシヒカリ（魚沼）を除いて、コメ価格センター価格の95％～101％となっており、大きな乖離はみられません（図表20）。

図表20　平成18年産米の相対取引価格（平成18年8～10月分）


資料：農林水産省
注：１）その他の区分に「確認米」と記載されているものは、「コメ価格センター」業務細則第７条第１項に規定する「種子・栽培履歴確認米」である。
２）相対価格は、銘柄ごとの加重平均価格に、包装代（紙袋）、消費税を含めた価格である。
　　３）入札価格は、銘柄ごとの落札加重平均価格に売り手から申出があった包装代（紙袋）、拠出金、消費税を含めた価格である。
４）実際の受渡しに当たっては、購入地ごとに運賃加減表による運賃（格差）が加減される。
Ⅳ　米政策改革の推進について

平成19年産からの農業者・農業者団体の主体的な需給調整システムの円滑な実施に向けた取組

18年産米の作付面積は、18年産米の生産確定数量に比べて大幅な過剰作付けの状況になっており、このような状況が19年産米以降も継続すれば、米価の大幅な下落により、農業経営に大きな影響が出るおそれがあります。

このため、19年産米に向けては、以下の点について重点的に取り組む必要があります。

①　需要量に関する情報に基づく生産の徹底

　ほとんどの都道府県においては、19年産米の需要量に関する情報を上回る18年産米の作付け状況となっていることから、需要量に関する情報に基づく生産の徹底を図り需要に応じた生産を適確に実施する必要があります。

②　地域水田農業ビジョンの点検・見直しの推進及び実現に向けた取組の実施

　22年度の米づくりの本来あるべき姿の実現に向けて、19年度に向けた地域水田農業ビジョン（以下「ビジョン」という。）の改訂を的確に行うため、現行のビジョンの達成状況の分析を行うとともに、地域の課題を明らかにし、これらを克服することを基本として、新たな目標や産地づくり対策の活用方法の検討を進めるよう指導しています。

③　産地づくり対策の有効活用の促進

　産地づくり交付金については、生産調整メリット措置であることから、その受給要件は、生産調整の実施及び集荷円滑化対策への加入としていますが、ビジョンに位置づけられた担い手の育成を図る観点から、担い手への交付の重点化を進めるなどにより、地域水田農業の構造改革の促進を図ることとします。

○ビジョン改訂の際の留意点


１　引き続き、需要に応じた米・麦・大豆等の生産を促進する観点から、実需者ニーズを的確に捉え、目標を設定すること。特に米については、需要量の減少が見込まれており、根拠のない目標量の増加は適当ではないこと。

２　担い手リストについては、これまでの担い手育成・確保運動（認定農業者や集落営農組織の育成・確保に向け、行政・農業関係団体等が連携・協力して展開している全国的な運動）の取組状況を踏まえた内容とするとともに、リストに掲載された農業者等については、ビジョンの早期実現に向け、平成21年度までの可能な限り早い段階に認定農業者、特定農業法人及び特定農業団体その他一元的に経理を行い、法人化する計画を有する等の要件を満たす集落営農組織となるよう、誘導を強力に推進すること。

３　産地づくり交付金の使途については、担い手の育成に資する取組が推進されるよう配慮するとともに、担い手の育成のための使途については、他の使途と明確に区別できるよう産地づくり計画書上、別メニューとして位置付けること。

Ⅴ　米の輸出入に関する動向

１　米の輸入の管理・販売状況


①　ミニマム・アクセス米については、全量国家貿易の下、基本的に、政府が全量買い取り、市場の状況を踏まえ、価格等の面で国産米では十分対応し難い用途（主として加工用途）に向けて販売されています（図表21）。

②　販売されなかったミニマム・アクセス米は、国産米とともに援助用途に充てられているほか、新規用途需要等に充当するよう政府が在庫として管理しています。

③　さらに、これまで一部を飼料用に販売してきた政府保有国産米のうち、８～11年産米の在庫数量が６月末でほぼ解消されたことから、本年７月以降、次に輸入年度の古い12年度～14年度輸入のミニマム・アクセス米から順次飼料用に販売を開始し、年間30万トン程度を売却していく予定です。

④　このようなことから、ミニマム・アクセス米の在庫は、平成１8年３月末現在203万トンから、平成18年10月末現在では189万トンとなっています。

⑤　なお、引き続き在庫縮減に向けて、加工用途向けに需要拡大を図っていくほか、新製品の開発による新規用途の需要開発に積極的に取り組むなど、一層の努力をして参ります。

⑥　ミニマム・アクセス米以外の米の輸入については、枠外税率が課され、実際の輸入数量はごく限られたものとなっています。

図表21　ミニマム・アクセス米の販売状況（平成７年４月～18年10月末）


資料：農林水産省調べ
２　国内産米の輸出について


（１）米の輸出状況

国内産米は、商業用として年間400～500トンが輸出されていますが、近年、台湾、香港、シンガポール等の東アジア地域において、経済発展を背景に、富裕層が増加し、日本食も普及・定着しつつあることから、同地域に対する国内産米の輸出実績も増加傾向にあり、平成17年度では全体で760トンとなっています（図表22、図表23）。

（２）米の輸出促進に向けた国の支援体制について

米の輸出促進については、全国生産者団体が中心となり、販売を前提とした試食会の開催等、東アジア地域を中心に積極的な取組が行われ、高品質な日本産米が高い評価を受けています（図表24）。

また、ＪＡ全中・全農は、平成18年６月２日に成田空港第二ターミナル出国手続後の区域に国産農産物販売店舗「ぶらんどＪＡ」をオープンし、海外からの旅行者等に対し、日本産米を中心とした農産物のＰＲ等を行っています。

このような状況の中で、農林水産省としても、国産農産物の輸出促進を「攻め」の農政の最優先課題の一つとして、輸出先国の検疫・通関制度等により輸出阻害要因となっているものについては、相手国に対して必要な改善を要請・折衝を行うとともに、生産者団体等による主体的な取組に対する支援を行うこととしています、

図表22　商業用米穀輸出の主な輸出先国・地域（18年度）

資料:農林水産省調べ
注：(　）内は17年度実績であり、18年度は4～9月までの実績である。
図表23　商業用米穀輸出の主な事例（17年度）


資料:農林水産省調べ
図表24　生産者団体等の米輸出の取組状況（17年度）


資料:全国生産者団体調べ
注：発売日については、当該輸出先国における販売を開始した日である。

第２　需給見通し編

Ⅰ　平成17/18年（17年７月から18年６月までの１年間）の需要実績

　平成17/18年の全国ベースの需要実績の確定

平成17年７月から18年６月までの１年間における需要実績（以下「17/18年の需要実績」という。）は、18年７月に策定した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（以下「基本指針」という。）において、18年６月末の在庫調査速報値（18年５月末在庫数量から６月の出荷・販売見込数量を差し引いて策定）を基に、速報値として850.8万トンと算定したところです。

その後、地方農政事務所等による在庫の確定調査の結果、本年６月末の在庫数量が速報値に比べ８千トン減少したことから、17/18年の需要実績の確定値は、図表25のとおり851.7万トンとなりました。

図表25　平成17/18年の需要実績（確定値）


17/18年の需要実績の算出
     　　　　                                  　 (単位：千トン)
 ①　民間流通米        17年6月末在庫
 　　　　の需要実績  ＝      1,752
         　　              水稲収穫量　 区分保管　　加工用米 
　           　　       ＋   9,062　 －　 76   －   129
                 　　     　政府買入数量 　　18年6月末在庫
                    　　－   　 395　　　－　　　1,819  
              　　　 ＝      8,395
 　　②　政府米の       17年7月から18年6月までの主食用の販売数量
　　 　　需要実績　　＝      122
 　　③　17/18年需要実績　  民間流通米需要実績　 政府米需要実績
     　　  （①＋②）    ＝  　 　 8,395      ＋     122
         　　            ＝   　　 8,517
   　　　注：ラウンドの関係で計と内訳が合わない場合がある。
Ⅱ　平成18/19年及び19/20年の需要見通し

平成18/19年及び19/20年の全国ベースの需要見通しについては、17/18年の需要実績（確定値）の結果を踏まえ、８/９年以降の全国の需要実績を用いてトレンド（回帰式）により算定すると、図表27のとおりとなります。

図表26　平成8/9～17/18年の全国の需要実績のデータによる算出方法

図表27　平成18/19年及び19/20年の需要見通し


Ⅲ　平成18/19年の需給見通し

１　平成18/19年の主食用等の需給見通しについては、18年７月に策定した基本指針においては18年産米の作柄を平年ベースとして策定したところですが、10月15日現在の作柄等を踏まえ、図表28のとおり改めます。

２　18年６月末の在庫量は、６月末在庫調査対象者及び政府が保有する在庫量（確定値）です。

３　供給量のうち主食用等の生産量は、18年10月15日現在の18年産水稲の予想収穫量855万トンから、加工用に仕向けられると見込まれる数量15万トンを差し引いた840万トンです。

４　需要量は、Ⅱにより算出したとおりです。

５　政府備蓄米の年産構成は、その大宗を年産の新しい16、17年産が占めることとなり、回転備蓄方式が軌道に乗る環境が整ってきたところです。

このため、18年産米の政府買入れ・売渡数量については、需給がほぼ均衡している状況の下で、政府備蓄米の年産構成の適正化を図り、回転備蓄方式を基本とした備蓄運営を円滑に進める観点から、それぞれ30万トンとし、政府買入れについては、全国各地の銘柄が出揃い集荷数量が概ね確定する12月に第１回政府買入れの手続きを開始します。

なお、回転備蓄の適正かつ円滑な運営を図る観点から、18年７月から19年６月の間の政府米の売買については、実際の販売数量が計画を下回ることが見込まれた場合、計画と販売見込数量との差について、その相当数量を18年産米の政府買入数量から減じることとします。

６　19年６月末の在庫量は、上記在庫量と需要の見通し等を基に算出した見通しであり、今後の販売状況等によって変動する可能性があります。

図表28　平成18/19年の主食用等の需給見通し


Ⅳ　平成19年産米の全国の改訂需要見通し等

１　全国の改訂需要見通し

（１）平成19/20年（19年７月から20年６月まで）の需要見通しについては、米の需要減少等の状況を踏まえ、835万トンと見通しているところです。

（２）しかしながら、１８年産米については、作況96でほぼ需給が均衡したものの、大幅な過剰作付けが生じている状況にあることから、19年産米の需給の安定を図るためには、これらの過剰作付けが解消される方向に誘導するようなシグナルとなるよう、適切に全国の改訂需要見通しを設定する必要があります。

このような観点から19年産米の全国の改訂需要見通しの検討に当たっては、全国の需要見通しから一定程度を削減するとともに、都道府県別の需要量に関する情報の策定についても、産地ごとにみた需要見通しを上回る生産を翌年に当該産地が抑制していくという考え方を基本に、当該都道府県ごとの需要見通しを反映した18年産米の生産確定数量を超えた数量に応じて、該当する都道府県別の需要見通しから削減することとします。

（３）以上のことから、19年産米の全国の改訂需要見通しについては、

①　19/20年の需要見通し835万トンを基礎に、

②　18年産米の大幅な過剰作付けが解消される方向に誘導する観点から、18年産米の主食用等生産量840万トンのうち18年産の生産確定数量833万トンを上回る７万トンを削減

することとします。

この結果、全国の改訂需要見通しは828万トンとなります。

２　政府買入予定数量

平成１9年産米の政府買入予定数量については、適切な備蓄の運営を図る観点から、40万トンとします。

図表29　平成19年産米の全国の改訂需要見通し及び政府買入予定数量


　　　　全国の改訂需要見通し

うち政府買入予定数量

８２８万トン
　　　　　　　４０万トン

Ⅴ　平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報

１　基本的考え方

平成19年産米以降の都道府県別の需要量に関する情報の算定については、18年７月に取りまとめられた「経営所得安定対策等実施要綱」に基づき算定します。

（１）需要実績の採り方及び需要見通しのウェイト

各都道府県ごとの過去６年の需要実績のうち最高値と最低値を控除した中庸４年の平均値を、10割のウェイトで、都道府県別の需要見通しの数値として算定

（２）当年の需要見通しを上回って生産された数量の扱い

豊作その他の要因により各都道府県ごとの前年産米の需要見通しを上回る生産があった場合には、当該過剰生産分を、全国の需給状況を勘案した上で、該当都道府県の需要見通しの数値から控除

（３）技術的細部の扱い

上記を基本に、技術的細部について食料・農業・農村政策審議会食糧部会の意見を聴いた上で透明性・客観性を持って算定

２　技術的細部の考え方

平成19年産米以降の都道府県別の需要量に関する情報の算定に当たっての技術的細部は、①作況に関する補正、②作付けに関する補正、ですが、これらについては、次のような方針とします。

（１）作況に関する補正の考え方

需要見通しの算定に用いる需要実績のデータについては、従来から、作況100の平年作であった場合の生産量に補正しているところです。

今後とも、豊凶による変動を補正することにより、これらの影響を極力排除し、計画的な営農に支障を生じないよう作況補正を継続していくこととします。

なお、作況補正により、ダブルカウントとならないよう、集荷円滑化対策の区分出荷数量は勘案しないこととします。

（２）作付けに関する補正の考え方

19年産からの農業者・農業者団体の主体的な需給調整システムへ移行するに当たり、需要量に関する情報の算定において需要見通しのウェイトを10割にしたところですが、当該システムにおける需給調整の実効性確保の観点から、これまでの手法の継続性にも配慮し、作付けに関する補正を行うこととします。

具体的には、過剰生産分については算定に用いる需要実績のデータを補正（控除）し、過小作付（超過達成）分については、補正（増加）措置は採らないこととします。

図表30　平成19年産米以降の都道府県別の需要量に関する情報の算定手法

３　平成19/20年の都道府県別の需要見通し

これらを踏まえ、平成19/20年の都道府県別の需要見通しの設定については、

（１）各都道府県ごとの過去６年の需要実績のうち最高値と最低値を控除した中庸４年の平均値（６中４）を、10割のウェイトで算定する

（２）その際、需要見通し算定に用いる需要実績データについては、

①　17年産米の豊作による過剰米に対して集荷円滑化対策により区分出荷された米穀の数量は、需要見通しの算定に用いるデータからは控除せずに作況に関する補正を行う

②　16年産米及び17年産米の生産確定数量を超える生産分が反映されないよう、過剰生産分については生産量を補正（控除）する作付けに関する補正を行う

こととします。

４　都道府県別の需要見通しから控除する数量の扱い

平成18年産米の大幅な過剰作付けが解消される方向に誘導する観点から、19/20年の需要見通しから削減することとした７万トンについては、18年産米において、個別の産地の需要見通しを反映した生産確定数量を超えて生産された数量（主食用等の平年生産量（加工用米を除いた生産量）と生産確定数量との差から、配分基準単収が統計の平年収量より低く設定されたことに起因する生産増分を除いて都道府県ごとに算出された数量）に応じて、該当する都道府県の需要見通しから削減することとします。

図表31　都道府県別の需要見通しから控除する数量（７万トン相当数量）

（単位：トン）


　　（注）ラウンドの関係により各都道府県ごとの合計と全国の数量が一致していない。

５　平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報

３の都道府県別の需要見通しから４の数量（全国で７万トン）を削減して平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報を算定すると、図表32のとおりです。

図表32　平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報

（単位：トン）
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６　平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報に基づく適切な生産の実施

（１）需要量に関する情報に基づく生産の適切な実施により需要に応じた生産を促進するため、産地づくり対策等をはじめとした生産調整メリット対策については、当該需要量に関する情報に基づき、認定方針作成者が決定した生産確定数量又は認定方針作成者が方針参加農業者に通知した生産確定数量に沿って生産が行われることを要件としています。

（２）平成18年産米の生産調整の取組状況は、生産確定数量に比べて大幅な過剰作付けの状況になっており、このような状況が19年産米以降も継続すれば、米価の大幅な下落に直結し、農業経営に大きな影響が出るおそれがあります。

　　　このため、19年産米に向けては、以下の点について重点的に取り組む必要があります。

　　①　需要量に関する情報に基づく生産の徹底

　　　　ほとんどの都道府県においては、図表34のように、19年産米の需要量に関する情報を上回る18年産米の生産実績となっていることから、需給と価格の安定による農業経営の安定化のためには、需要量に関する情報に基づく生産の徹底を図り、需要に応じた生産を的確に実施する必要があります。

　　②　中長期的な視点での分析の必要性

　　　　各都道府県ごとの需要実績は、様々な要因により毎年大きく変動します。そのため、需要実績データを補正し、計画的な営農に支障を生じないように最大限配慮しているものの、それでもなお、需要見通しの情報は、その年々で変動する傾向にあります。

　　　　例えば、図表33のように、６中４の算定に用いるデータのうち、翌年の算定から外れる12／13年のデータが、最高値として排除されている場合や、採用されている４年のデータのうち最高値である場合は、翌年の需要見通しは減少する傾向があります。

このため、米の全体需要量が毎年１％程度（約10万トン程度）継続的に減少しており、併せて、日本の人口が減少局面に入ったことを考えれば、米の全体需要は将来的にも減少傾向を辿っていくことが予想されることを踏まえ、産地ごとに中長期的な視点で分析し、将来の方向性を十分見据えた上で19年産米の作付けを考えていく必要があります。

　　　　つまり、18年産米の生産確定数量に比べて19年産米の需要量に関する情報が増大していても、20年産米の需要量に関する情報が大きく減少する場合があるため、例えば、増加分についてはすべて、都道府県の区域を越える方針作成者間調整（都道府県間調整）に回し、当該調整により得た調整金を米以外の作物振興に活用するなど、単純に19年産米の作付面積を拡大すること以外の方針について十分検討してもらいたいと考えています。

（３）需要量の設定方法については、国と同様の手法により算定することを想定しているものではなく、また、全く新しいものを一から始めるということではありません。当該設定方法は、既に、16年産米から取り組んできたことによりそのノウハウを積み上げてきていただいている部分であり、19年産米以降についても、現在の取組を更に需要に応じた米づくりや地域の担い手の育成・確保に資するように、地域の実情に応じた客観的な手法により算定していただくこととなります。

図表33　過去６年間の需要実績（補正値）のデータ

図表34　平成19年産米の都道府県別の需要量に関する情報と18年産米の実際の平年ベースの主食用等水稲の生産量との比較
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123,148


948


505


188


山口


徳島


62,300


66,796


4,496


474


948


徳島


香川


75,440


76,176


736


499


148


香川


愛媛


80,790


78,985


▲ 1,805


498


▲ 362


愛媛


高知


52,350


62,801


10,451


459


2,277


高知


福岡


197,260


201,735


4,475


501


893


福岡


佐賀


149,130


151,413


2,283


530


431


佐賀


長崎


66,880


69,238


2,358


474


497


長崎


熊本


206,460


210,554


4,094


515


795


熊本


大分


128,270


130,769


2,499


503


497


大分


宮崎


103,400


104,326


926


491


189


宮崎


鹿児島


122,010


121,773


▲ 237


479


▲ 507


鹿児島


沖縄


3,260


3,217


▲ 43�


309


▲ 14�


沖縄


1


8年産米の�


主食


用等水稲平年生


産量（配分基準単


収の要因を除く）


都道府


県名


都道府


県名


（参考）


19年産米の需要


量に関する情報


実際の18年産米


生産量から削減す


る必要がある数量




18年産米

平年収量

③の面積換算

① ② ③＝②－① ④ ③／④×100

ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ㎏／10a ha

全国

8,283,990 8,696,046 412,056 529 77,331

全国

北海道 605,900 592,890 ▲ 13,010 530 ▲ 2,455 北海道

青森 272,990 297,373 24,383 580 4,204 青森

岩手 297,290 306,405 9,115 533 1,710 岩手

宮城 387,490 408,357 20,867 530 3,937 宮城

秋田 499,280 526,485 27,205 573 4,748 秋田

山形 389,710 406,594 16,884 594 2,842 山形

福島 368,700 438,510 69,810 537 13,000 福島

茨城 360,860 399,129 38,269 520 7,359 茨城

栃木 335,440 351,172 15,732 539 2,919 栃木

群馬 84,940 93,207 8,267 494 1,673 群馬

埼玉 161,820 182,574 20,754 495 4,193 埼玉

千葉 266,030 330,931 64,901 531 12,222 千葉

東京 940 769 ▲ 171 403 ▲ 42 東京

神奈川 15,180 15,650 470 480 98 神奈川

新潟 596,500 614,222 17,722 539 3,288 新潟

富山 209,610 208,720 ▲ 890 535 ▲ 166 富山

石川 133,940 133,016 ▲ 924 517 ▲ 179 石川

福井 137,950 138,872 922 517 178 福井

山梨 29,100 29,257 157 545 29 山梨

長野 207,920 221,663 13,743 620 2,217 長野

岐阜 123,220 124,086 866 488 178 岐阜

静岡 88,630 95,457 6,827 523 1,305 静岡

愛知 145,530 159,248 13,718 506 2,711 愛知

三重 153,220 157,314 4,094 498 822 三重

滋賀 172,560 175,877 3,317 518 640 滋賀

京都 81,760 81,563 ▲ 197 509 ▲ 39 京都

大阪 28,110 30,260 2,150 491 438 大阪

兵庫 195,600 194,125 ▲ 1,475 504 ▲ 293 兵庫

奈良 44,210 49,535 5,325 510 1,044 奈良

和歌山 37,280 39,152 1,872 491 381 和歌山

鳥取 73,200 73,705 505 523 96 鳥取

島根 99,780 99,967 187 508 37 島根

岡山 169,530 181,865 12,335 526 2,345 岡山

広島 140,020 137,165 ▲ 2,855 521 ▲ 548 広島

山口 122,200 123,148 948 505 188 山口

徳島 62,300 66,796 4,496 474 948 徳島

香川 75,440 76,176 736 499 148 香川

愛媛 80,790 78,985 ▲ 1,805 498 ▲ 362 愛媛

高知 52,350 62,801 10,451 459 2,277 高知

福岡 197,260 201,735 4,475 501 893 福岡

佐賀 149,130 151,413 2,283 530 431 佐賀

長崎 66,880 69,238 2,358 474 497 長崎

熊本 206,460 210,554 4,094 515 795 熊本

大分 128,270 130,769 2,499 503 497 大分

宮崎 103,400 104,326 926 491 189 宮崎

鹿児島 122,010 121,773 ▲ 237 479 ▲ 50 鹿児島

沖縄 3,260 3,217 ▲ 43 309 ▲ 14 沖縄

18年産米の主食

用等水稲平年生

産量（配分基準単

収の要因を除く）

都道府

県名

都道府

県名

（参考）

19年産米の需要

量に関する情報

実際の18年産米

生産量から削減す

る必要がある数量


（注）整数表示（少数点以下の数値の関係）により計算の値が一致していない場合がある。
○　政府米の最近の販売数量は増加傾向





資料：全国出荷団体調べ、農林水産省「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」等を基に作成


注：１）⑯、⑰、⑱はそれぞれ平成16、17、18年産の値で、単位は万トンである。


　　２）出荷数量は「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」「生産者の米穀現在高等調査」を基に推計した値である。


　　３）17年産の豊作による区分出荷見込数量は区分保管された後、18年11月以降に米穀機構に償還される。





○　政府及び民間流通における平成１8年６月末在庫量は259万トン


○　旧登録卸売業者の月末在庫量は、18年10月末時点で30万トン





○　平成18年産（うるち米）の単位農協等から全国出荷団体（全農・全集連）への販売委託数量は、10月末現在で276万トン


○　単位農協等による独自販売の取組は前年と同水準で推移





○　上位20品種の中には、作付集中の緩和、他品種の作付増などにより作付比率が低下すると見込まれるものがある。








○　中長期的には米消費の外部化が進展


外食・中食ニーズへの対応が重要





○　購入に際し、産地品種・価格・食味を重視


○　依然としてコシヒカリ等の銘柄米志向が根強い


○　一方、近年ブレンド米等の選択も定着化





資料：農林水産省「米の消費動向等調査」





○　米の消費量は、長期的には一貫して減少


○　食生活が変化し、主食的食料全体が減少


○　主食的食料に占める米の割合が低下


○　日本型食生活の普及・啓発の推進








資料：農林水産省調べ





○　コメ価格センターにおける平成18年産米取引は、毎週入札が行われ、北海道産の銘柄や魚沼コシヒカリ等については落札率が高く、価格も前年同時期を上回るなど銘柄間の格差が非常に大きいのが特徴


○　今後、全国出荷団体を経由した販売が主体となっていく中で、センター入札と相対取引の動向を注視していく必要














資料：（財）全国米穀取引・価格形成センター調べ





○　国内の米生産に悪影響を与えないように米の輸入・管理を実施


○　本年７月から飼料用販売を開始





○　国内産米の商業用輸出は、台湾、香港、シンガポール等の東アジア地域を中心に増加傾向
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		商業用米穀輸出の主な事例（平成16年度）

		輸出先 ユシュツサキ		販売方法等 ハンバイホウホウトウ		現地販売価格 ゲンチハンバイカカク		輸出実績 ユシュツジッセキ		備考 ビコウ

		台湾 タイワン		高齢者向け、日本食高級料理店、おにぎり用、加工米飯等多岐にわたり販売 コウレイシャムニホンショクコウキュウリョウリテンヨウカコウベイハントウタキハンバイ		740円～1,000円／kg エンエン		104トン		新潟県産「コシヒカリ」
栃木県産「コシヒカリ」 ニイガタケンサントチギケンサン		アクティブ（千葉） チバ

		台湾 タイワン		高裕福層向けに百貨店で販売現地での評価は高く、全て完売 タカユウフクソウムヒャッカテンハンバイゲンチヒョウカタカスベカンバイ		700円／ｋｇ エン		9トン		島根県産の減農薬
「ヘルシー元気米」 シマネケンサンゲンノウヤクゲンキコメ		西いわみ農協（島根） ニシノウキョウシマネ

		シンガポ－ル		在留邦人向けに百貨店・ス－パ－等で販売 ザイリュウホウジンムヒャッカテントウハンバイ		370円～1000円／kg エンエン		43トン		新潟県産「コシヒカリ」
秋田県産「あきたこまち」
等 ニイガタケンサンアキタケンサントウ		エッチ・ビィ貿易（兵庫） ボウエキヒョウゴ

		香港 ホンコン		外食産業用及び現地ス－パ－にて販売 ガイショクサンギョウヨウオヨゲンチハンバイ		720円～750円／kg エンエン		18トン		新潟県産「コシヒカリ」 ニイガタケンサン		ティ－ピ－オ－（埼玉） サイタマ

		米国 ベイコク		邦人観光客向けにハワイの百貨店内テナントで販売（おにぎりに加工） ヒャッカテンナイハンバイカコウ		830円～1100円／kg エンエン		11トン		新潟県産「コシヒカリ
(無洗米）」
秋田県産「あきたこまち
（無洗米）」
等 ニイガタケンサンムアラコメアキタケンサンムアラコメトウ		ｼﾛｷﾔｲﾝｺ-ﾎﾟﾚ-ﾃｯﾄﾞ（東京） トウキョウ

		米国 ベイコク		全米主要都市（200店舗）でブランド名「供米ハーベスト」として高級食材等を扱うカタログ、通信販売により販売。 ゼンベイシュヨウトシテンポメイキョウマイコウキュウショクザイトウアツカツウシンハンバイハンバイ		1,500円／kg程度
(105円／ドルで換算) エンテイドエンカンザン		2トン		新潟県産「コシヒカリ」 ニイガタケンサン		サンタトレ－ディング（愛知） アイチ

		※上記は全て平成１６年度（平成１６年４月～平成１７年3月）の輸出数量。 ジョウキスベヘイセイネンドヘイセイネンツキヘイセイネンツキユシュツスウリョウ
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		商業用米穀輸出の主な事例（16年度）

		輸出先 ユシュツサキ		販売方法等 ハンバイホウホウトウ		取扱銘柄 トリアツカメイガラ		輸出実績 ユシュツジッセキ		現地販売価格 ゲンチハンバイカカク

		台湾 タイワン		高齢者向け、日本食高級料理店、おにぎり用、加工米飯等多岐にわたり販売 コウレイシャムニホンショクコウキュウリョウリテンヨウカコウベイハントウタキハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」
栃木県産「コシヒカリ」 ニイガタケンサントチギケンサン		104トン		740円～1,000円/kg エンエン				アクティブ（千葉） チバ

				富裕層向けに百貨店で販売
（評価は高く、全て完売） フユウソウムヒャッカテンハンバイヒョウカタカスベカンバイ		島根県産の減農薬
「ヘルシー元気米」 シマネケンサンゲンノウヤクゲンキコメ		9トン		700円/ｋｇ エン				西いわみ農協（島根） ニシノウキョウシマネ

		香港 ホンコン		外食産業用及び現地ス－パ－で販売 ガイショクサンギョウヨウオヨゲンチハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」 ニイガタケンサン		18トン		720円～750円/kg エンエン

		シンガポ－ル		在留邦人向けに百貨店・ス－パ－等で販売 ザイリュウホウジンムヒャッカテントウハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」
秋田県産「あきたこまち」 等 ニイガタケンサンアキタケンサントウ		43トン		800円～1000円/kg エンエン				エッチ・ビィ貿易（兵庫） ボウエキヒョウゴ

		米国 ベイコク		邦人観光客向けにハワイの百貨店内テナントで販売（おにぎりに加工） ヒャッカテンナイハンバイカコウ		新潟県産「コシヒカリ
(無洗米）」
秋田県産「あきたこまち
（無洗米）」     等 ニイガタケンサンムアラコメアキタケンサンムアラコメトウ				830円～1100円/kg エンエン		11トン		ｼﾛｷﾔｲﾝｺ-ﾎﾟﾚ-ﾃｯﾄﾞ（東京） トウキョウ

		※上記は全て平成１６年度（平成１６年４月～平成１７年3月）の輸出数量。 ジョウキスベヘイセイネンドヘイセイネンツキヘイセイネンツキユシュツスウリョウ

				シンガポールでの日本産米の販売価格

				○　エッチ・ビィ貿易より17.10.21聞き取り

				日本からの輸出価格

								価格（円）		数量（ｋｇ）		加重平均価格

				400円～499円				450		11830

				500円～ら599円				550		10350		525

				600円～699円				650		4930

				現地での販売価格は輸出価格の1.5倍程度であるので、

				525×1.5＝788円

				○　ジェトロのコメ市場現地調査

				2003年10月～12月、日系スーパー販売価格

				新潟コシヒカリ				5ｋｇあたり		4731円		946円/ｋｇ

				あきたこまち				〃		4188円		838円/ｋｇ

				以上を踏まえ、販売価格を800円/ｋｇ～1000円/ｋｇとする。
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		商業用米穀輸出の主な事例（17年度）

		輸出先 ユシュツサキ		販売方法等 ハンバイホウホウトウ		取扱銘柄 トリアツカメイガラ		輸出実績 ユシュツジッセキ		現地販売価格 ゲンチハンバイカカク

		台湾 タイワン		高齢者向け、日本食高級料理店、おにぎり用、加工米飯等多岐にわたり販売 コウレイシャムニホンショクコウキュウリョウリテンヨウカコウベイハントウタキハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」
栃木県産「コシヒカリ」等 ニイガタケンサントチギケンサントウ		110トン		740円～800円/kg エンエン

				富裕層向けに百貨店で販売
（評価は高く、全て完売） フユウソウムヒャッカテンハンバイヒョウカタカスベカンバイ		島根県産の減農薬
「ヘルシー元気米」 シマネケンサンゲンノウヤクゲンキコメ		5トン		700円/ｋｇ エン

		香港 ホンコン		外食産業用 ガイショクサンギョウヨウ		新潟県産「コシヒカリ」
山形産「ゆめごこち」 ニイガタケンサンヤマガタサン		19トン		600円～700円/kg エンエン

		シンガポ－ル		在留邦人向小売及び日本料理用 ザイリュウホウジンムコウリオヨニホンリョウリヨウ		新潟県産「コシヒカリ」
秋田県産「あきたこまち」 等 ニイガタケンサンアキタケンサントウ		28トン		600円～1,200円/kg エンエン

		米国 ベイコク		邦人観光客向けにハワイの百貨店内テナントで販売（おにぎりに加工） ヒャッカテンナイハンバイカコウ		新潟県産「コシヒカリ
(無洗米）」
秋田県産「あきたこまち
（無洗米）」     等 ニイガタケンサンムアラコメアキタケンサンムアラコメトウ				830円～1100円/kg エンエン		11トン
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		商業用米穀輸出の主な事例（17年度）

		輸出先 ユシュツサキ		販売方法等 ハンバイホウホウトウ		取扱銘柄 トリアツカメイガラ		輸出実績 ユシュツジッセキ		現地販売価格 ゲンチハンバイカカク

		台湾 タイワン		高齢者向け、日本食高級料理店、おにぎり用、加工米飯等多岐にわたり販売 コウレイシャムニホンショクコウキュウリョウリテンヨウカコウベイハントウタキハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」
栃木県産「コシヒカリ」等 ニイガタケンサントチギケンサントウ		110トン		740円～800円/kg エンエン

				富裕層向けに百貨店で販売
（評価は高く、全て完売） フユウソウムヒャッカテンハンバイヒョウカタカスベカンバイ		島根県産の減農薬
「ヘルシー元気米」 シマネケンサンゲンノウヤクゲンキコメ		5トン		700円/ｋｇ エン

		香港 ホンコン		富裕層向けに高級スーパー等で販売 フユウソウムコウキュウトウハンバイ		新潟県産「コシヒカリ」
秋田産「あきたこまち」 ニイガタケンサンアキタサン		27トン		600円～700円/kg エンエン

		シンガポ－ル		在留邦人向小売及び日本料理用 ザイリュウホウジンムコウリオヨニホンリョウリヨウ		新潟県産「コシヒカリ」
秋田県産「あきたこまち」 等 ニイガタケンサンアキタケンサントウ		30トン		600円～1,200円/kg エンエン

		米国 ベイコク		邦人観光客向けにハワイの百貨店内テナントで販売（おにぎりに加工） ヒャッカテンナイハンバイカコウ		新潟県産「コシヒカリ
(無洗米）」
秋田県産「あきたこまち
（無洗米）」     等 ニイガタケンサンムアラコメアキタケンサンムアラコメトウ				830円～1100円/kg エンエン		11トン
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						平成１６年度 ヘイセイネンド						平成１７年度 ヘイセイネンド

						シンガポール		台湾 タイワン		タイ		香港 ホンコン		タイ		シンガポール		台湾 タイワン

				食品見本市への出店及び主な日本産米ＰＲ活動等 ショクヒンミホンイチシュッテンオヨオモニホンサンマイカツドウトウ								香港国際食品・飲料展 ホンコンコクサイショクヒンインリョウテン		日本食品フェア ニホンショクヒン		日本産米を使った料理教室 ニホンサンマイツカリョウリキョウシツ		お米ギャラリー銀座からの出店によるおにぎり実演販売 コメギンザシュッテンジツエンハンバイ

				実施日 ジッシビ		2004.4.20～23		2004.6.27～20		2004.12.8～12		2005.5.10～13		2005.12.8～11		随時 ズイジ		①2005.11.10～13
②2006. 1.29～31

				会場
 カイジョウ		シンガポール・エキスポ		台北世界貿易センター
 タイペイセカイボウエキ		ｸｨｰﾝ･ｼｷﾘｯﾄ･ﾅｼｮﾅﾙ･
ｺﾝﾍﾟﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ		香港コンベンション・エキシビッションセンター		ｸｨｰﾝ･ｼｷﾘｯﾄ･ﾅｼｮﾅﾙ･
ｺﾝﾍﾟﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ		明治屋内ｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｵ
Ms.Hosoi studio メイジヤナイ		①高島屋日本物産展
②微風広場春節フェア タカシマヤニホンブッサンテンビフウヒロバシュンセツ

				来場者数･販売個数 ライジョウシャスウハンバイコスウ		約37,000名 ヤクメイ		約52,000名 ヤクメイ		約37,000名 ヤクメイ		約29,000名 ヤクメイ		約28,000名 ヤクメイ		約400人 ヤクニン		①約3,000個
②約3,000個 ヤクコ

				試食会など
（会場で炊飯）


 シショクカイ		北海道産「ほしのゆめ」
秋田県産「あきたこまち」
新潟県産「コシヒカリ」

 ホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
山形県産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米）
 ホッカイドウサンヤマガタムアラマイ		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」
島根県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米） ホッカイドウサンミヤギシマネケンサンムアラマイ		福島県産「ひとめぼれ」
千葉県産「コシヒカリ」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米）
 フクシマケンサンチバケンサンムアラマイ		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米） ホッカイドウサンミヤギムアラマイ		新潟県産「コシヒカリ」
北海道産「ほしのゆめ」
（いずれも無洗米） ニイガタケンサンホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
山形県産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米）

				販売 ハンバイ

				発売日 ハツバイニチ		2004.10.28		2004.10.5		2004.12.8		2005.5.10～		2004.12.8～		2004.10.28～		2004.10.5～

				取扱銘柄

 トリアツカイメイガラ		北海道産「ほしのゆめ」
秋田県産「あきたこまち」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
山形県庄内産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンヤマガタショウナイサン		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンミヤギ		福島県産「ひとめぼれ」
千葉県産「コシヒカリ」
新潟県産「コシヒカリ」 フクシマケンサンチバケンサン		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンミヤギ		北海道産「ほしのゆめ」
秋田県産「あきたこまち」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
山形県産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンヤマガタサン

				販売開始後の総輸出数量
 ハンバイカイシゴソウユシュツスウリョウ		16年産　計27トン ネンサンケイ		15年産 計 6トン
16年産 計17トン
 ネンサンケイネンサンケイ		16年産 計7トン
　		16年産 計15トン
17年産 計17トン ネンサンケイ		16年産 計7トン
17年産 計3トン　 ネンサンケイ		16年産 計33トン
17年産 計22トン ネンサンケイネンサンケイ		16年産 計17トン
17年産 計 7トン ネンサンケイネンサンケイ

				価格 カカク		680～850円／kg エン		590～740円／kg エン		790～1,000円／kg エン		900～1,040円／kg エン		790～1,000円／kg エン		680～850円／kg エン		590～740円／kg エン

				※発売日については、当該輸出先国における販売を開始した日。 ハツバイビトウガイユシュツサキコクハンバイカイシヒ



国名

内容



提出

		

				生産者団体等の米輸出の取組状況（１７年度） セイサンシャダンタイトウコメユシュツトリクミジョウキョウネンド

						台湾 タイワン		香港 ホンコン		シンガポール		タイ

				食品見本市への出店及び主な日本産米ＰＲ活動等 ショクヒンミホンイチシュッテンオヨオモニホンサンマイカツドウトウ		お米ギャラリー銀座からの出店によるおにぎり実演販売 コメギンザシュッテンジツエンハンバイ		香港国際食品・飲料展 ホンコンコクサイショクヒンインリョウテン		日本産米を使った料理教室 ニホンサンマイツカリョウリキョウシツ		日本食品フェア ニホンショクヒン

				実施日 ジッシビ		①2005.11.10～13
②2006. 1.29～31		2005.5.10～13		随時 ズイジ		2005.12.8～11

				会場
 カイジョウ		①高島屋日本物産展
②微風広場春節フェア タカシマヤニホンブッサンテンビフウヒロバシュンセツ		香港コンベンション・エキシビッションセンター		明治屋内ｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｵ
Ms.Hosoi studio メイジヤナイ		ｸｨｰﾝ･ｼｷﾘｯﾄ･ﾅｼｮﾅﾙ･
ｺﾝﾍﾟﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ

				来場者数･販売個数 ライジョウシャスウハンバイコスウ		①約3,000個
②約3,000個 ヤクコ		約29,000名 ヤクメイ		約400人 ヤクニン		約28,000名 ヤクメイ

				試食会など
（会場で炊飯） シショクカイ		北海道産「ほしのゆめ」
山形県産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米）		福島県産「ひとめぼれ」
千葉県産「コシヒカリ」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米）
 フクシマケンサンチバケンサンムアラマイ		新潟県産「コシヒカリ」
北海道産「ほしのゆめ」
（いずれも無洗米） ニイガタケンサンホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」
（いずれも無洗米） ホッカイドウサンミヤギムアラマイ

				販売 ハンバイ

				発売日 ハツバイニチ		2004.10.5～		2005.5.10～		2004.10.28～		2004.12.8～

				取扱銘柄

 トリアツカイメイガラ		北海道産「ほしのゆめ」
山形県産「はえぬき」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンヤマガタサン		福島県産「ひとめぼれ」
千葉県産「コシヒカリ」
新潟県産「コシヒカリ」 フクシマケンサンチバケンサン		北海道産「ほしのゆめ」
秋田県産「あきたこまち」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサン		北海道産「ほしのゆめ」
宮城県産「ひとめぼれ」
新潟県産「コシヒカリ」 ホッカイドウサンミヤギ

				販売開始後の
総輸出数量 ハンバイカイシゴソウユシュツスウリョウ		16年産 計17トン
17年産 計 7トン ネンサンケイネンサンケイ		16年産 計15トン
17年産 計17トン ネンサンケイ		16年産 計33トン
17年産 計22トン ネンサンケイネンサンケイ		16年産 計7トン
17年産 計3トン　 ネンサンケイ

				価格 カカク		590～740円／kg エン		900～1,040円／kg エン		680～850円／kg エン		790～1,000円／kg エン

				資料：全国生産者団体調べ シリョウゼンコクセイサンシャダンタイシラ

				注：発売日については、当該輸出先国における販売を開始した日である。 チュウハツバイビトウガイユシュツサキコクハンバイカイシヒ
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